
  

  



• 越境汚染の例として、2018年3月24日から30日において全国的に
高濃度となった事例について、PX-375が設置された4地点の経時変
化を示す。

• PM2.5及びPbの濃度は⻄から順に上昇する様⼦が⾒られ、両者は同
様の濃度変化を示していた。

PM2.5成分自動測定機の観測結果による解析事例②
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• 東京におけるPM2.5成分濃度の経時変化と風向との関係を示す。
• Ni、Fe、Cr、Mnは主に南寄りの風向の時に濃度が上昇し、NO3

-、Zn、
Pb、Cuは主に北寄りの風向の時に濃度の上昇が見られた。

PM2.5成分自動測定機の観測結果による解析事例③
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・PM2.5成分自動測定機による観測結果は、環境省ホームページで公開しています。
http://www.env.go.jp/air/%20osen/pm_resultmonitoring/post_25.html

• 確定値 ：平成29年度、平成30年度
• 速報値（最新）：平成31年4⽉〜令和元年6月

・なお、PM2.5等大気汚染物質排出インベントリの利用申請書も、環境省ホームページで公開しています。
http://www.env.go.jp/air/osen/pm/info.html#INVENTORY

・PM2.5濃度に影響を与える要因は地域によって異なることから、汚染原因の解明や発生源寄与解析に係る調査・研究、地域の実情に応じたより効果的な排出抑制策の検討などに、これらのデータをご活用ください。

PM2.5成分自動測定機の観測結果の公開
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